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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年12月24日(2009.12.24)

【公開番号】特開2008-187642(P2008-187642A)
【公開日】平成20年8月14日(2008.8.14)
【年通号数】公開・登録公報2008-032
【出願番号】特願2007-21439(P2007-21439)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｋ   5/08     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月6日(2009.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相補入力信号の差分電圧をＣＭＯＳレベルの電圧に変換する差動信号比較器において、
　相補の入力信号は、第１の差動増幅回路と前記第１の差動増幅回路と相補である第２の
差動増幅回路に入力され、前記第１の差動増幅回路は第１と第２の電流を出力し、前記第
２の差動増幅回路は第３と第４の電流を出力し、前記第１、第２の出力電流は夫々第１、
第２の電流増幅回路に入力され、前記第３、第４の出力電流は夫々第３、第４の電流増幅
回路に入力され、前記第１乃至第４の電流増幅回路の出力は電流演算回路に入力され、前
記電流演算回路は相補の入力信号に基づく相補の電流を出力し、前記相補の電流出力は電
流－電圧変換された後に、ＣＭＯＳレベル入力の差動コンパレータに入力され、シングル
エンドＣＭＯＳレベル出力に変換されることを特徴とする差動信号比較器。
【請求項２】
　前記第１の出力電流に基づいてｋ倍の電流を２系統出力する第１のカレントミラー回路
と、前記第２の出力電流に基づいてｋ倍の電流を２系統出力する第２のカレントミラー回
路と、前記第３の出力電流に基づいてｍ倍の電流を出力する第３のカレントミラー回路と
、前記第４の出力電流に基づいてｍ倍の電流を出力する第４のカレントミラー回路と、前
記第３のカレントミラー回路の出力電流に基づいてｎ倍の電流を２系統出力する第５のカ
レントミラー回路と、前記第４のカレントミラー回路の出力電流に基づいてｎ倍の電流を
２系統出力する第６のカレントミラー回路と、前記第１のカレントミラー回路の出力電流
と前記第５のカレントミラー回路の出力電流とが入力され、その入力電流に応じた電流を
出力する第７のカレントミラー回路と、前記第２のカレントミラー回路の出力電流と前記
第６のカレントミラー回路の出力電流とが入力され、その入力電流に応じた電流を出力す
る第８のカレントミラー回路とを具備し、前記第１のカレントミラー回路からの出力電流
と前記第５のカレントミラー回路からの出力電流と前記第７のカレントミラー回路からの
出力電流の合成電流を第１の差動電流とし、前記第１の差動電流と相補で、前記第２のカ
レントミラー回路からの出力電流と前記第６のカレントミラー回路からの出力電流と前記
第８のカレントミラー回路からの出力電流の合成電流を第２の差動電流とし、前記第１及
び第２の差動電流を前記差動コンパレータに入力することによってシングルエンドＣＭＯ
Ｓレベル出力に変換することを特徴とする請求項１に記載の差動信号比較器。
【請求項３】
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　前記カレントミラー回路の増幅率を示すｋ、ｍ、ｎは、ｋ＝ｍ×ｎの関係であることを
特徴とする請求項２に記載の差動信号比較器。
【請求項４】
　前記第１の差動増幅回路は、第１のＰＭＯＳトランジスタと、第２のＰＭＯＳトランジ
スタと、前記第１と第２のＰＭＯＳトランジスタのソースが共通接続されたノードに接続
される第１定電流源とを具備し、
　前記第２の差動増幅回路は、第１のＮＭＯＳトランジスタと、第２のＮＭＯＳトランジ
スタと、前記第１と第２のＮＭＯＳトランジスタのソースが共通接続されたノードに接続
される第２定電流源とを具備し、
　前記第１のＰＭＯＳトランジスタのドレインは、前記第１のカレントミラー回路の入力
に接続され、前記第２のＰＭＯＳトランジスタのドレインは、前記第２のカレントミラー
回路の入力に接続され、前記第１のＮＭＯＳトランジスタのドレインは、前記第３のカレ
ントミラー回路の入力に接続され、前記第２のＮＭＯＳトランジスタのドレインは、前記
第４のカレントミラー回路の入力に接続され、前記第１のＰＭＯＳトランジスタのゲート
と前記第１のＮＭＯＳトランジスタのゲートは共通接続されて一方の入力端子に接続され
、前記第１のＮＭＯＳトランジスタのゲートと前記第２のＮＭＯＳトランジスタのゲート
は共通接続されて他方の入力端子に接続されていることを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれか１項に記載の差動信号比較器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明は、相補入力信号の差分電圧をＣＭＯＳレベルの電圧に変換する差動信号比較器
において、
　相補の入力信号は、第１の差動増幅回路と前記第１の差動増幅回路と相補である第２の
差動増幅回路に入力され、前記第１の差動増幅回路は第１と第２の電流を出力し、前記第
２の差動増幅回路は第３と第４の電流を出力し、前記第１、第２の出力電流は夫々第１、
第２の電流増幅回路に入力され、前記第３、第４の出力電流は夫々第３、第４の電流増幅
回路に入力され、前記第１乃至第４の電流増幅回路の出力は電流演算回路に入力され、前
記電流演算回路は相補の入力信号に基づく相補の電流を出力し、前記相補の電流出力は電
流－電圧変換された後に、ＣＭＯＳレベル入力の差動コンパレータに入力され、シングル
エンドＣＭＯＳレベル出力に変換されることを特徴とする。
　本発明においては、相補のＣＭＯＳレベル信号に電流－電圧変換された電圧信号を差動
コンパレータに入力することで、シングルエンドＣＭＯＳレベル信号が得られる。
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